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審査結果の要旨 

 

熱交換器は，多くの産業用ならびに民生用機器で使用されており，その多くは，流体と伝熱面間の熱伝

達を利用している．熱交換器の高性能化の課題は，有限の設置空間において，流体の流動損失を最小限

に抑えながら熱伝達率を高めることであり，多くの研究開発が行われている．その一つとして，流路に障壁を

設置することで，障壁後方への流体の衝突と循環流の生成により伝熱を促進する手法がある．一方，流路に

障壁を設置する場合，流動損失の増加を抑える対策が必要となる．本研究は，管内流の更なる伝熱促進を

目的に，開口翼をもつ障壁を流路壁面に設置することにより，その伝熱促進効果と流動損失の影響を

Thermal Performance Factor（TPF）を用いて評価している．研究は，数値解析と実験により行われ，その

成果は，5 章からなる博士学位論文として執筆されている． 

第 1 章では，本研究の背景と研究動向，研究の意義と目的を述べている． 

第 2 章では，従来の研究に基づく伝熱促進のための各種対策，本研究課題である開口翼付き障壁の導

入効果の評価手法，ならびに期待される効果について述べている． 

第3章では，数値解析により，開口翼付き障壁を導入する場合の熱伝達率の向上と圧力損失の関連につ

いて述べている．とくに，流動損失を低減するための半円形の開口翼をもつV型の障壁を伝熱面に設置し，

その翼の開放角度による伝熱促進と流動損失低減の関連を，TPF で評価している．開口部を通過する噴流

とその渦循環が，障壁を設けない伝熱面に対して伝熱促進に有用であることを示している．そして，種々の

レイノルズ数において，V 型障壁の高さと設置間隔，翼付き半円形穴の設置位置，翼の開放角度を変更し

たシミュレーションを行い，高い TPF を達成する障壁形状を提案している． 

第 4 章では，実験により，多様な形状の開口翼付き障壁をもつ流路の伝熱促進について検討している．

翼付き開口部の形状を矩形，V型，半円形として，翼の開放角度を変更させた障壁を3Dプリンタで作成し，

伝熱実験を行っている．これら障壁の導入による伝熱促進効果を TPF で表し，それぞれの開口翼の導入に

よる効果と高い TPF を達成する障壁形状を提案している． 

第 5 章では，本研究の成果を総括している． 

これらの成果は，学術的ならびに実用的に有用なものである．以上により，本論文は博士（工学）の学位

に値するものと判断する． 


